
金沢大学・人間科学系・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３３０１

基盤研究(C)（一般）

2022～2019

感情障害における感情認識と感情制御の連関と神経基盤の因果的役割

Linkage between emotion recognition and emotion regulation in affective 
disorders/

４０６４６７６７研究者番号：

吉村　晋平（Yoshimura, Shimpei）

研究期間：

１９Ｋ０３３５４

年 月 日現在  ５   ５ ３０

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：本研究では感情認識のプロセスがどのように感情制御に影響するかを解明し、その促
進効果と神経基盤の因果的役割を検討した。これらの検討を通して、認知行動療法などで用いられている感情制
御の機序を明らかにし、より効果を高めるための方法を発展させることを目的とした。その目的を達成するため
に以下の3点について検討を行おうとした。
検討点1:感情認識の困難が感情制御遂行に与える影響を明らかにする；検討点2: 感情認識による感情制御の促
進効果を明らかにする；検討点3:内側前頭前野が感情認識と感情制御の連関に果たす因果的役割を明らかにする

研究成果の概要（英文）：The present study examined how the process of emotion recognition affects 
emotion regulation and examined the causal role of its facilitative effects and neural basis. 
Through these examinations, we aimed to clarify the mechanisms of emotion regulation used in 
cognitive-behavioral therapy and other methods, and to develop methods to enhance their 
effectiveness. To achieve this goal, we attempted to examine the following three points.
Point 1: Clarify the influence of emotion recognition difficulties on the execution of emotion 
control;Point 2: Clarify the effect of emotion recognition on the facilitation of emotion control;
Point 3: Clarify the causal role of the medial prefrontal cortex in the coupling between emotion 
recognition and emotion control.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 感情制御　感情認識　内側前頭前野

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から、感情認識は感情制御を促進するという結果が得られた。また、感情認識が感情制御を妨害するとい
う知見も得られた。さらに、感情認識と感情制御の相互作用には内側前頭前野と外側前頭前野が関与しているこ
とが示された。これらの結果は、感情制御が感情認識に影響するという本研究の仮説を部分的にサポートするも
のであった。本研究の成果は、従来の臨床心理学が想定していたよりも感情認識と感情制御の関係は複雑であ
り、感情認識が感情制御を促進するメカニズムと妨害するメカニズムの違いを示唆するものであった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

感情障害では感情制御の不全が 抑うつや不安を増大させることに加え、感情制御に関わる

神経回路にも機能不全がみられることが明らかになり、精神的健康において適応的な感情

制御が重要視された背景がある。近年、このような感情制御の困難が感情認識の低下によっ

て引き起こされる可能性が注目されている。この感情認識には、感情への気づきと感情粒度

の二つの側面があり、どちらも感情制御を促進する要因であることが特性論的な観点から

明らかにされている。しかし、感情認識を行うことがどのように感情制御の遂行に影響

するかまでを扱う実験的研究は乏しく、これらの連関を説明する神経基盤は全く研究さ

れていない。 

 

２．研究の目的 

本研究では感情認識のプロセスがどのように感情制御に影響するかを解明し、その促進効

果と神経基盤の因果的役割を検討した。これらの検討を通して、認知行動療法などで用いら

れている感情制御の機序を明らかにし、より効果を高めるための方法を発展させることを

目的とした。その目的を達成するために以下の 3 点について検討を行おうとした。 

検討点 1:感情認識の困難が感情制御遂行に与える影響を明らかにする 

検討点 2: 感情認識による感情制御の促進効果を明らかにする 

検討点 3:内側前頭前野が感情認識と感情制御の連関に果たす因果的役割を明らかにす

る 

 

３．研究の方法 

・検討点１ 

実験 1:感情認識の遂行が感情制御のパフォーマンスに与える影響を検討した。研究参加者に対

し、ネガティブな感情刺激を提示し、その際に感情認識を遂行する方法の一つである Affect 

Labeling か統制条件のどちらかを実施させた。その後、研究参加者には好きな方法でネガティ

ブ感情を減らすよう教示した。この時、感情制御の効果に対して Affect Labeling が影響するか

を検討した。 

実験 2:emotional go/no-go 課題によって表情刺激の弁別課題を実施し、弁別の正確性から算出

した d-prime を感情認識の個人差とみなして、感情制御方略の認知的再評価とアクセプタンス

のネガティブ感情の抑制におけるパフォーマンスに対する影響を検討した。 

・検討点 2 

実験 3:感情刺激の提示後に Affect Labeling による感情認識を行った場合とそうでない場合で、

続けて行う認知的再評価のパフォーマンスに差が生じるかを検討した。研究参加者に対し、ネガ

ティブな感情刺激を提示し、その際に Affect Labeling か統制条件のどちらかを実施させた。さ

らに認知的再評価を行う条件と行わない条件のどちらかを実施した。  

・検討点 3 

実験 4: Affect Labeling による感情認識を行った後、認知的再評価を行う際の脳活動を検討した。

研究参加者にはネガティブな感情刺激を提示し、その際に Affect Labeling か統制条件のどちら

かを実施させた。さらに認知的再評価を行う条件と行わない条件のどちらかを実施した。これら



の課題を行なっている際の脳活動を fMRI で測定した。 

実験 5:実験 4 の結果から内側前頭前野が感情認識と感情制御の相互作用に関連した神経基盤と

みなされたため、さらに別の脳機能画像法によって同様の結果が得られるかを検討した。実験 4

と同様の課題を行い、fNIRS によって両側の外側前頭前野から内側前頭前野の oxyHb 信号値を

測定した。 

４．研究成果 

・検討点１ 

実験 1:結果として、Affect Labeling を実施した場合には統制条件と比較して感情制御遂行後の

ネガティブ感情が有意に低いことが示された（p<.001; Figure1）。特定の感情制御方略との関連

は明確でないものの、感情制御の効果を促進する可能性が示された。[参照 学会発表 3] 

実験 2：説明変数として表情刺激の d-prime(Go_emotion|Nogo_neutral)、他の感情認識や感情

制御、抑うつの個人差を投入し、目的変数として認知的再評価の遂行に伴うネガティブ感情の変

化を説明する重回帰分析の結果、d-prime が有意にネガティブ感情の変化を説明した(Table1)。

この結果から、感情認識の個人差は認知的再評価のパフォーマンスに影響することが示唆され

た。しかし、実験 1・2 からは感情認識の遂行が特定の感情制御方略のパフォーマンスに影響す

るかは検討できなかった。この点は検討点 2 で検証されている。[参照 学会発表 3] 

・検討点２ 

実験 3:ネガティブ感情の変化について Affect Labeling と統制条件の要因、認知的再評価を行う

条件と行わない条件の交互作用が有意であった(F[1,122]=18.81, p<.001, η²p=.13; Figure2)。ま

た Affect Labeling を行う条件では認知的再評価の効果が有意に低いことも示された（p<.05）。

この結果を踏まえると、感情認識の遂行は認知的再評価の効果を妨害することが明らかになっ

た。この現象は本研究の仮説とは異なり心理療法における経験則にも反するものであるが、先行

研究では同様の結果が生じることが示唆されている(Nook et al., 2021)。感情認識はその後に行

われる感情制御方略によってはネガティブな感情の抑制を妨害する可能性があり、今後そのメ

カニズムを検証することが必要と考えられる。 

・検討点 3 

実験 4: 認知的再評価を単独で行った場合と比較すると、Affect Labeling と認知的再評価を行

った条件では両側の下前頭回と内側前頭で活動が増加し、右の扁桃体で活動が減少しているこ

とが明らかになった(Figure3)。さらに、右扁桃体のシード領域を用いた機能的結合解析の結果、

感情ラベリングと再評価の併用により、右扁桃体との結合が増加することが示された。その結果、

否定的な感情に対するアフェクトラベリングが再評価に潜在的に影響することが明らかになり、

再評価をより効果的に利用するための示唆が得られた。[参照 雑誌論文 1] 

実験 5: 認知的再評価を単独で行った場合と比較すると、Affect Labeling と認知的再評価を行

った条件では外側前頭前野付近の 2 つのチャンネルにおいて oxyHB 信号値が有意に上昇してい

た（ps<.05;Figure4）。しかし内側前頭前野の活動は見られず、ネガティブ感情の評定値からは

Affect Labeling による認知的再評価の促進について有意な結果は示されなかった。 

・総括 

本研究から、感情認識は感情制御を促進するという結果が実験 1・2・4・5 によって示された。

一方で、実験 3 からは感情認識が感情制御を妨害するという知見も得られた。また、感情認識と

感情制御の相互作用には内側前頭前野と外側前頭前野が関与していることが示された。これら

の結果は、感情制御が感情認識に影響するという本研究の仮説を部分的にサポートするもので

あった。本研究の成果は、従来の臨床心理学が想定していたよりも感情認識と感情制御の関係は



複雑であり、感情認識が感情制御を促進するメカニズムと妨害するメカニズムの違いを示唆す

るものであった。 

一方で、一連の実験では抑うつや不安といった感情障害に関わる要因の影響は検出されなかっ

た。当初は臨床群を対象にした研究や経頭蓋電気刺激装置を用いた研究も予定していたが新型

コロナ感染拡大や研究代表者の異動によって研究環境が変わったため、予定通りに実施するこ

とができなかった。本研究から得られた知見を発展させるために、今後は心理生理学的研究によ

って感情認識と感情制御の相互作用を解明し、その知見から認知行動療法の効果を促進する方

法を探索していきたいと考えている。 
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Figure 2 各条件の平均Δネガティブ感情 
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